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紫電二一甲型 第5351（？）号
米空軍博物館所蔵機の復元作業

機体内から発見された銘板の部品製造番号は『第5353
号機』、機体番号は無打刻なのだが、なぜ復元後のステ
ンシルに『第5351号機』と描いたのかは不明である。
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『強風』の動力装置

　強風が搭載した三菱製の「火星」は、昭和13（1938）年に「十三試へ号」
の試作名称により、双発大型機用1,500hp級発動機として開発着手した
ものである。複列14気筒で、基本的には成功作となっていた「金星」の
シリンダー内径、ピストン行程をそれぞれ10㎜、20㎜大きくして150㎜、
170㎜にした拡大版と言ってよい。直径も相応に大きくなり、金星の
1,218㎜に対し1,340㎜、重量も金星四〇型シリーズの560㎏に対し、
770 〜 800㎏とかなり増加した。
　最初の生産型「火星」一〇型シリーズの離昇出力は1,460hp、高度
6,000mにおける公称出力は1,300hpだった。強風の試作1号機は、強
いプロペラ・トルク作用を相殺するため、特殊な二重反転式プロペラを採
用したので、発動機もそれに対応した「火星」一四型を搭載した。
　強風が試作発注された頃、すでにアメリカでは火星を上廻る2,000hp
級のP&W R-2800空冷星型複列18気筒エンジン（直径1,342㎜、重量
1,072㎏）を搭載した単発艦戦、ヴォートF4Uが初飛行を済ませていた。
当然、プロペラのトルク作用も強烈だったはずだが、二重反転式などは用
いずにノーマルな3翅プロペラ（直径約4m）とし、垂直尾翼の左2度偏
向取り付けという、簡単な措置で対処していた。しかし、日本にはそうし
た発想はなく、二重反転式プロペラの不調により、ノーマルな3翅に、発

動機も火星一三型に変更した2号機以降は、トルク作用による滑水中の機
首偏向は、搭乗員の操縦技術で対処するということになった。

『試製陣風』［J6K1］

『試製陣風』三面図

強風（十五試水戦）の試作1号機を正面より見る。2翅を前、後に
重ねた二重反転式プロペラがよくわかる。操縦室から見て前方プロ
ペラは右廻り、後方プロペラは左廻りに回転した。

火星一四型は、標
準型一一型に比較
し、減速装置が二
重反転プロペラに
対応した機構とな
り、過給器も翼車

（インペラー）直
径、増速比が変更
された。

火星一三型では、
減速装置を一一型
と同一にしたうえ
で、プロペラ軸を
前方に50㎝延長
した点が異なる。

三菱『火星』一四型発動機

三菱『火星』一三型発動機

海軍が試製陣風の試作発注時に要求した射撃
兵装、主翼付根に十三粍機銃2挺、同内翼端
の二十粍機銃4挺のうち、第一回木型審査の
後に後者を6挺に強化することを命じたのに
は理由があった。すなわち、第一回木型審査
が行われた昭和19（1944）年6月2日から
13日後の同月15日深夜、中国大陸奥地を発
進したアメリカ陸軍航空軍の四発超重爆、ボ
ーイングB-29計62機が、北九州の八幡製
鉄所を目標にした日本本土初空襲を行ったの
だ。その際に撃墜された機体を検分した日本
陸海軍航空関係者は、その素晴らしい機体設
計とともに防弾装備の充実ぶりに驚嘆。本機
の迎撃を主任務とするであろう、次期新型機
の火力強化の必要性を痛感、陣風もその対象
になったからに他ならない。そして、装備す
る二十粍機銃も、紫電改などが現用している
九九式二号四型の発射速度620発／分を、
同700〜750発／分に向上させた二号五型
を装備する予定だった。

〈『陣風』データ〉（計画値）
全幅：12.50m、全長：10.118m、
全高：3.49m、自重：3,500㎏、
全備重量：4,373㎏、発動機：中
島「誉」四二型 空冷星型複列18
気筒2,200hp×1、最大速度：
685㎞/h、航続時間：5.0hr、武
装：十三粍機銃×2、二十粍機銃
×6、爆弾：500㎏、乗員：1名
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『試製陣風』完成予想イラスト
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川西航空機 水上戦闘機     強風一一型（N1K1）
第562号機 ［米国立太平洋戦争博物館］

十五試水戦の名称が刻まれた機体銘板。問題山積のため
強風の名称で制式採用されたのは、昭和18年にずれ込
んだ混乱した事情がうかがえる。

米バージニア州ノーフ
ォーク海軍基地で、未
復元状態のまま屋外保
管されていた当時の強
風一一型。カウリング
の傷跡を比較すれば、
川西第562号である
ことが確認できる。
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『強風』『紫電』『紫電改』の操縦室 『紫電』『紫電改』の射撃兵装

　強風の操縦室内正面の主計器板は、機首上部内に装備した九七式七粍七
（7.7㎜）機銃2挺の銃尾をクリアするために、前ページ上左図に示したよ
うに、上部左右幅を狭くしたような縦長の台形をしていた。紫電も一一型
までは七粍七機銃を装備していたため、計器板の形状は変化したが、やは
り上部左右は切り欠くようにしてクリアした。
　しかし、紫電改では機首上部内の射撃兵装は廃止されたため、主計器板
形状は一新され、その左右に新たに補助計器板が追加された。三一型では、
再び三式十三粍機銃2挺の射撃兵装が復活したので、主計器板形状も変化
したと思われる。
　太平洋戦争中期以降、搭乗員の落下傘（パラシュート）が、それまでの
尻の下にぶら下げるタイプから、背負式の「零式落下傘」に更新されたた
め、紫電の途中から座席の背当てが後方に深くなった形状のものに変更さ
れ、紫電改は当初からこのタイプを装備した。

　強風の射撃兵装は、機首上部内に九七式七粍七（7.7㎜）機銃2挺、左
右主翼内に九九式二十粍（20㎜）一号機銃各1挺という、零戦と同じ仕様
だった。主に敵爆撃機の迎撃を本務とする局地戦闘機として開発された紫
電は、左右主翼の二十粍機銃を各2挺に強化したのだが、九九式二十粍一
号固定機銃はかさばったドラム弾倉式だったため、2挺を近接して翼内に
固定することができず、外側の1挺は翼下面にポッド式に装備した。
　昭和19（1944）年に入ると、長銃身の九九式二十粍二号固定機銃三型を、

ベルト給弾式にした同四型固定機銃が登場したことをうけ、紫電改は当初
から本機銃4挺を全て翼内装備とし、機首上部内射撃兵装は施さなかった。
同年9月から量産に入った紫電一一乙型もこれに倣っている。
　なお、上図下段の紫電改射撃兵装配置図に示したように、オプションと
して二十粍機銃の外側に、射撃訓練時にのみ用いる七粍七機銃1挺が装備
可能と、取扱説明書に記されているが、実際に三四三空などで用いられた
かどうかは不詳。
　射撃照準器については、独自開発力が育たなかったという背景もあり、
紫電改の途中までは、零戦などと同じドイツ製Revi 3を参考に試作した、
旧式な光像式タイプの「九八式射爆照準器」を使い続けた。紫電改の後期
生産機は、やはりドイツ製Revi C/12Dを模倣して量産化した、「四式射
爆照準器」に更新したものの、Revi C/12D自体がドイツでは1943年半
ばには、Revi 16にとって代わられていた旧型だった。

❶	起動燃料タンク排油レバー
❷	手動燃料ポンプ
❸	燃料切換コック
❹	プロペラピッチ・レバー
❺	紫外線灯
❻	スロットル・レバー
❼	翼内タンク燃料切換コック
❽	翼内タンク燃料計
❾	胴体タンク燃料切換コック
�	燃料管制表示灯
�	胴体タンク燃料計
�	主切断器
�	酸素調整器
�	シリンダー温度計
�	排気温度計
�	耐寒油圧計
�	ブースト計
�	回転速度計
�	航空羅針儀
�	旋回計
�	射爆照準器取付基部
�	水平儀

❶	九七式七粍七機銃
	 	（一一型のみ装備、
	 ほかは訓練時など）
❷	九八式射爆照準器
❸	機銃発射レバー
❹	打穀放出口防塵レバー
❺	爆弾投下レバー
❻	吹流し離脱レバー
❼	水平検出台（弾道調整用）

�	航路計
�	速度計
�	高度計
�	航空時計
	 	（5100号機までは大気温度計）
�	携帯航空時計固定ゴム
�	水メタノール圧力計
�	脚位置表示器
�	昇降計
�	潤滑油冷却器
	 シャッター開閉ハンドル
�	昇圧機スイッチ
�	プロペラ防氷装置用
	 不凍液注射ポンプ
�	作動油手動ポンプ
�	燃料注射ポンプ
�	方向舵ペダル
�	座席調節レバー
�	座席
�	操縦桿
�	冷気吹き出し口
�	潤滑油温度計

❽	機銃電気発射管制ボックス
❾	二十粍機銃弾装填用油圧管
�	二十粍機銃発射用電気ケーブル
�	爆弾投下索
�	打穀放出筒
�	三番（30㎏）爆弾
�	翼内装備二十粍機銃
�	翼下面装備二十粍機銃
�	索開閉器

❶	座席支持腕
❷	肩ベルト
❸	座席本体
❹	クッション
❺	腰ベルト
❻	櫛状金具
❼	高低調節レバー

❽	取付軸管
❾	支持用ゴム紐
�	取付金具
�	胴体第⑥1/2肋骨

紫電改の操縦室内
前方上部を、左後
方より見る。風防
正面の70㎜厚防
弾ガラス、その手
前の四式一号射爆
照準器がよくわか
る。

図に示した一号型につづき、昭和20年はじ
めには照準対象を測距可能にした四式三号型
が生産に入ったが、紫電改が装備したか否か
は不詳。

『紫電改』の操縦室内配置図（第5101号機以降） 『紫電』一一型の射撃兵装全般配置図

『紫電』二一型“紫電改”の射撃兵装全般配置図

九九式二十粍一号固定機銃

九九式二十粍二号固定機銃四型

四式一号射爆照準器

『紫電改』の操縦座席構成
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パッド

フィルター反射ガラス
レンズ

右側面

後正面

抵抗器

�	二十粍機銃給弾筒
�	九七式七粍七機銃
	 	（訓練時のみ装備）
�	外側二十粍機銃弾倉（250発入）
�	二十粍機銃手動装填装置
�	二十粍機銃発射用電気ケーブル
�	二十粍機銃後方支基
�	爆弾投下用索
�	索誘導管

❶	二十粍機銃電気発射管制箱
❷	吹流し切断レバー
❸	爆弾投下レバー
❹	機銃発射管制レバー
❺	機銃発射レバー
❻	九八式または四式射爆照準器
❼	索開閉器
❽	八九式活動写真銃（ガン・カメラ）
❾	九九式二十粍二号固定機銃四型
�	爆弾（1㎏演習弾、30㎏、60㎏、
	 250㎏のいずれか）
�	二十粍機銃前方支基


